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●
東
ア
ジ
ア
は
二
〇
四
〇
年
ま
で

に
人
口
減
少
地
域
へ

　

本
稿
で
は
、
国
連
の
人
口
推
計
を
中

心
に
東
ア
ジ
ア
の
経
済
社
会
を
人
口
面

か
ら
考
察
し
、
そ
の
う
え
で
人
口
セ
ン

サ
ス
の
研
究
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
を
考
え
て

み
た
い
。

　

世
界
の
人
口
問
題
を
考
え
る
う
え
で

の
基
本
的
な
デ
ー
タ
は
国
連
の
人
口
推

計
（W

orld Population Prospects

）

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
最
新
版
は

「
二
〇
一
二
年
版
」
で
、
人
口
規
模
や

年
齢
別
人
口
構
成
、
出
生
率
や
死
亡
率

な
ど
人
口
に
関
わ
る
様
々
な
デ
ー
タ
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
版
は

ま
も
な
く
公
開
さ
れ
る
予
定
）。
ま
た
、

当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
各
指
標
の

エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

加
工
・
分
析
に
便
利
で
あ
る
。
な
お
、

二
〇
一
二
年
版
は
、
二
〇
一
〇
年
に
多

く
の
国
で
実
施
さ
れ
た
人
口
セ
ン
サ
ス

の
結
果
を
反
映
し
て
い
る
。

　

こ
の
国
連
人
口
推
計
（
中
位
推
計
）

に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
世
界
人
口

は
七
三
億
人
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
の

六
一
億
人
と
比
較
し
て
一
二
億
人
も
増

加
し
た
。
こ
の
間
の
年
平
均
人
口
増
加

率
は
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。
今
後
も
世

界
人
口
は
増
え
続
け
、
二
一
〇
〇
年
に

世
界
人
口
は
一
〇
九
億
人
に
達
す
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
人
口
増
加
率
は
わ
ず

か
〇
・
一
％
ま
で
低
下
す
る
。
つ
ま
り
、

二
二
世
紀
に
は
地
球
規
模
で
人
口
減
少

に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
日
本
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
人

口
減
少
社
会
に
い
ち
早
く
突
入
し
た
が
、

今
後
、
多
く
の
国
・
地
域
が
次
々
と
人

口
減
少
に
向
か
う
。
人
口
が
前
年
水
準

を
下
回
る
国
・
地
域
は
、
二
〇
一
五
年

の
二
二
カ
国
・
地
域
か
ら
二
〇
四
〇
年

に
は
五
五
カ
国
・
地
域
に
増
加
す
る
。

　

地
域
的
に
は
東
ア
ジ
ア
が
い
ち
早
く

人
口
減
少
地
域
に
移
行
す
る
。
東
ア
ジ

ア
を
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
中

国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
一
〇
カ
国
と
す

る
と
、
東
ア
ジ

ア
の
人
口
は
二

〇
一
五
年
の
二

二
億
四
一
〇
〇

万
人
か
ら
二
〇

三
八
年
に
二
三

億
九
六
〇
〇
万

人
に
増
加
し
た

後
、
減
少
に
転

じ
る
。
つ
ま
り

東
ア
ジ
ア
は
世

界
よ
り
も
半
世

紀
以
上
早
く
人

口
減
少
に
向
か

う
こ
と
に
な
る

（
図
１
）。

　

こ
れ
に
は
東

ア
ジ
ア
で
共
通

し
て
進
む
出
生

率
の
急
速
な
低

下
が
影
響
し
て
い
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
は
世

界
で
も
最
も
人
口
増
加
率
の
高
い
地
域

と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各

国
政
府
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
家
族
計

画
を
中
心
と
す
る
人
口
抑
制
策
を
積
極

的
に
導
入
し
た
。
な
か
で
も
中
国
の
一

人
っ
子
政
策
は
有
名
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
韓
国
や
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
も

半
強
制
的
な
人
口
抑
制
策
を
実
施
し
た
。

人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

　

人
口
面
か
ら
み
る
東
ア
ジ
ア
経
済
社
会

―
人
口
セ
ン
サ
ス
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
―

大
泉 

啓
一
郎

図１　東アジアの人口

（出所）　参考文献①。
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こ
れ
に
よ
り
所
得
水
準
が
低
い
段
階
で

出
生
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
後
の

高
い
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
構
造
の
変

化
が
出
生
率
を
よ
り
一
層
低
下
さ
せ
た
。

現
時
点
で
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
一
・
五
を
下
回
り
、
中
国
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
も
二
を
下
回
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
総
括
図
１
（
八
～
九
ペ
ー

ジ
）
が
示
す
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
・

地
域
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
除
き
「
富
士
山
型
」か
ら
「
釣
鐘

型
」
へ
移
行
し
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
共
通
す
る
少
子
化
に
は
、

い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
寄
与
し
て
い

る
の
か
。
た
と
え
ば
、
女
性
の
高
学
歴

化
や
労
働
参
加
率
の
上
昇
な
ど
が
、
そ

の
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
を
国
連
の
人
口
推
計
か
ら
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
人
口
セ
ン
サ
ス
を

用
い
れ
ば
、
女
性
の
就
学
・
就
労
状
況

に
加
え
、
晩
婚
化
や
未
婚
率
の
上
昇
な

ど
も
把
握
で
き
る
。
出
生
率
の
低
下
に

は
核
家
族
化
の
進
展
や
地
域
別
の
男
女

比
の
違
い
な
ど
に
も
目
を
配
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
セ

ン
サ
ス
研
究
は
出
生
率
に
影
響
を
及
ぼ

す
社
会
構
造
の
変
化
を
見
出
す
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
る
。
出
生
率
に
影
響

を
及
ぼ
す
共
通
要
因
が
把
握
さ
れ
れ
ば
、

日
本
の
少
子
化
対
策
に
新
し
い
視
点
が

見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
「
東
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
の
基
盤

は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

　

二
一
世
紀
は
「
東
ア
ジ
ア
の
世
紀
」

と
も
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
く
に

一
九
八
〇
年
以
降
の
東
ア
ジ
ア
の
経
済

成
長
は
目
覚
ま
し
い
。
同
地
域
の
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
に
占
め
る
割
合
は
、
一

九
八
〇
年
の
一
六
％
か
ら
二
〇
一
四
年

に
は
三
九
％
に
上
昇
し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
、
出
生
率
の
低
下
が

生
産
年
齢
人
口
比
率
の
上
昇
を
通
じ
て

経
済
成
長
に
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
。
わ

が
国
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

は
経
済
成
長
の
抑
制
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
少
子
化
が
即
座
に
高
齢
化

に
結
び
付
く
わ
け
で
は
な
い
。
出
生
率

の
低
下
し
た
社
会
は
、
当
分
の
間
（
三

〇
～
四
〇
年
間
）、
経
済
社
会
活
動
へ

の
関
与
の
度
合
い
が
高
い
生
産
年
齢
人

口
（
一
般
的
に
一
五
～
六
四
歳
と
定
義

さ
れ
る
）
の
比
率
が
急
上
昇
す
る
。

　

総
括
図
２
（
一
〇
ペ
ー
ジ
）
が
示
す

よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
一
九
七

〇
年
以
降
生
産
年
齢
人
口
比
率
が
共
通

し
て
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
年
齢

人
口
比
率
の
上
昇
に
と
も
な
う
経
済
成

長
は
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
は
労
働
投

入
量
を
増
加
さ
せ
、
生
産
年
齢
人
口
比

率
の
上
昇
は
国
内
貯
蓄
率
の
引
き
上
げ

を
通
じ
て
投
資
を
活
性
化
さ
せ
る
。
ま

た
、
少
子
化
に
よ
る
年
少
人
口
比
率
の

低
下
は
多
く
の
子
ど
も
に
教
育
を
普
及

さ
せ
る
環
境
を
作
り
だ
す
。
総
括
図
２

が
示
す
よ
う
に
生
産
年
齢
人
口
比
率
の

変
化
は
各
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。
日
本

や
韓
国
、
そ
し
て
中
国
と
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
は
低
下
局
面
に
移
行
す

る
一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ま
だ
上
昇
局
面
に

あ
り
、
若
年
労
働
人
口
も
多
い
。

　

た
だ
し
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
が
上

昇
す
れ
ば
、
経
済
成
長
は
自

動
的
に
高
ま
る
も
の
で
は
な

い
。
政
府
に
は
、
生
産
年
齢

人
口
の
変
化
に
合
致
し
た
雇

用
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ

る
。
と
く
に
若
年
生
産
年
齢

人
口
（
一
五
～
三
四
歳
）
が

豊
富
に
存
在
す
る
段
階
に
お

い
て
は
労
働
集
約
的
産
業
の

拡
大
が
成
長
を
促
進
す
る
。

　

生
産
年
齢
人
口
比
率
は
い

ず
れ
低
下
し
、
経
済
成
長
に

マ
イ
ナ
ス
に
寄
与
す
る
。
こ

れ
は
人
口
ボ
ー
ナ
ス
に
対
し

て
「
人
口
オ
ー
ナ
ス
（
負

荷
）」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の

時
期
に
突
入
し
た
国
・
地
域

は
、
全
要
素
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を

通
じ
て
経
済
成
長
を
維
持
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
れ
も
人
口
動
態
に
影
響
を

受
け
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
農

業
部
門
か
ら
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
へ

の
労
働
力
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
人
的
資
本
が
準
備
さ
れ

て
い
る
か
否
か
が
重
要
に
な
る
。
加
齢

に
よ
り
新
し
い
職
業
へ
の
移
転
は
困
難

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
高
齢
な
生
産
年

齢
人
口
（
た
と
え
ば
五
〇
～
六
四
歳
）

に
こ
の
傾
向
は
強
い
。
つ
ま
り
、
生
産

年
齢
人
口
を
ひ
と
ま
と
め
た
に
し
た
議

論
に
は
限
界
が
あ
る
。
高
学
歴
化
や
Ｉ

図２　東アジアの都市と農村の年齢別人口構成比

（出所）　参考文献③。
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Ｔ
化
へ
の
対
応
な
ど
世
代
間
格
差
に
も

目
を
配
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

点
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、
人
口
セ
ン

サ
ス
が
掲
載
す
る
年
齢
別
の
就
労
状
況

や
最
終
学
歴
な
ど
は
重
要
な
デ
ー
タ
と

な
る
。

●
メ
ガ
都
市
化
、
そ
し
て
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
へ

　

国
連
は
人
口
推
計
の
ほ
か
に
、
都

市
化
推
計
（W

orld U
rbanization 

Prospects

）
を
二
年
に
一
度
発
表
し

て
い
る
。
最
新
版
は
「
二
〇
一
四
年

版
」
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
の
世
界
の
都

市
人
口
比
率
は
五
四
・
〇
％
か
ら
二
〇

三
〇
年
に
は
六
〇
・
〇
％
に
上
昇
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
は
世
界
の
な
か
で
も
最
も

急
速
に
都
市
化
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
の
一
七
・
二
％
か
ら
二
〇

一
五
年
に
は
五
六
・
五
％
に
上
昇
し
、

二
〇
三
〇
年
に
は
六
六
・
八
％
に
達
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
市
へ
の

人
口
移
動
が
激
し
い
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
都
市
と
農
村
の
区
分
し
た
人

口
構
成
を
み
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
東

ア
ジ
ア
の
若
年
生
産
年
齢
人
口
比
率
は
、

都
市
が
三
二
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

農
村
は
二
八
・
五
％
と
格
差
が
大
き
い

（
参
考
文
献
③
、
図
２
）。

　

都
市
へ
の
人
口
移
動
が
激
し
く
な
っ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
大
都
市
が
さ
ら

に
大
規
模
化
（
メ
ガ
都
市
化
）
し
て
い

る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
五
〇
〇
万
人

を
超
え
る
都
市
の
数
は
一
九
八
〇
年
の

八
カ
所
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
二
八
カ

所
に
増
え
た
（
う
ち
中
国
が
一
六
カ

所
）。
最
も
大
規
模
な
も
の
は
東
京

（
首
都
圏
、
三
八
〇
〇
万
人
）
で
、
以

下
、
上
海
（
二
四
〇
〇
万
人
）、
北
京

（
二
〇
〇
〇
万
人
）の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
こ
れ
ら

メ
ガ
都
市
は
周
辺
地
域
を
巻
き
込
ん
で

広
域
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
フ
ロ

リ
ダ
教
授
は
、
こ
れ
を
「
メ
ガ
リ
ー

ジ
ョ
ン
」
と
命
名
し
た
（
参
考
文
献
④

⑤
）。
日
本
の
例
で
い
え
ば
、
東
京
都

を
中
心
と
す
る
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
、
茨
城
県
の
一
部
を
含
む
「
東

京
経
済
圏
（
首
都
圏
）」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
行
政
区
分
を
ま
た
ぐ
都
市

空
間
の
広
が
り
で
あ
り
、
世
界
銀
行
も
、

持
続
的
な
都
市
計
画
の
実
施
す
る
う
え

で
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑥
）。
総
括
図
３
（
一
一

ペ
ー
ジ
）
が
示
す
よ
う
に
、
メ
ガ
リ
ー

ジ
ョ
ン
は
国
全
体
の
経
済
の
け
ん
引
役

と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
中
心
の

メ
ガ
都
市
で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
が
進

み
、
先
進
国
さ
な
が
ら
の
景
観
を
持
ち

始
め
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
や
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
一
人
あ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
万
ド
ル
を
超
え
て
き
た
。

新
興
国
・
途
上
国
の
な
か
に
先
進
国
の

よ
う
な
空
間
が
出
現
し
て
き
た
と
い
え

る
。
今
回
の
特
集
で
も
、
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
で
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
メ
ガ
都
市
あ
る
い
は
メ
ガ
リ
ー

ジ
ョ
ン
は
、
国
内
か
ら
若
年
生
産
年
齢

人
口
を
引
き
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
か
ら
よ
り
高
い
人
的
資
本
を
呼
び

込
む
こ
と
で
成
長
し
、
他
の
地
域
と
の

所
得
格
差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
よ
う

作
用
し
て
い
る
。
こ
の
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ

ン
の
範
囲
や
そ
の
潜
在
力
（
人
的
資
本
、

雇
用
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
人
口
セ
ン

サ
ス
は
貴
重
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

●
東
ア
ジ
ア
の
高
齢
化
は
農
村
で

深
刻
化
す
る

　

出
生
率
の
低
下
が
長
期
間
続
け
ば
、

や
が
て
そ
の
国
で
は
高
齢
化
が
加
速
す

る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド

を
六
五
歳
以
上
の
人
口
比
率
が
七
％
か

ら
一
四
％
に
至
る
ま
で
の
年
数
（
倍
加

年
数
）
で
み
る
と
、
世
界
で
最
も
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
と
い
わ
れ
て
き

た
日
本
が
二
五
年
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

ベ
ト
ナ
ム
は
一
七
年
、
韓
国
は
一
九
年
、

タ
イ
は
二
〇
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
二

二
年
、
台
湾
は
二
三
年
な
ど
と
、
日
本

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進

む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
早
い
高
齢
化
は
経
済
だ
け
で
な
く
、

政
治
・
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
い
。

　

高
齢
人
口
で
み
れ
ば
二
〇
一
五
年
の

二
億
一
四
〇
〇
万
人
か
ら
二
〇
三
〇
年

に
は
三
億
六
六
〇
〇
万
人
に
増
加
す
る
。

こ
れ
ら
高
齢
者
を
誰
が
支
え
る
の
か
。

総
括
図
２
が
示
す
よ
う
に
従
属
人
口
比

率
（
一
五
歳
未
満
人
口
と
六
五
歳
以
上

人
口
の
合
算
を
生
産
年
齢
人
口
で
除
し

た
も
の
）
は
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
タ

イ
で
急
速
に
上
昇
し
て
い
く
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
高
齢

化
が
国
全
体
で
一
様
に
起
こ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
に
お
い
て
、
東
ア
ジ
ア

の
高
齢
化
率
が
都
市
の
九
・
七
％
、
農

村
が
九
・
四
％
と
、
ほ
ぼ
同
水
準
に
あ

る
が
、
図
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
都
市

部
の
若
年
生
産
年
齢
人
口
が
農
村
に
比

べ
て
多
く
、
現
在
の
年
少
従
属
人
口

（
一
四
歳
以
下
）
が
同
じ
よ
う
に
都
市

部
に
移
動
す
れ
ば
、
農
村
の
高
齢
化
率

が
急
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

た
と
え
ば
中
国
の
場
合
、
二
〇
〇
〇

年
に
高
齢
化
率
が
最
も
高
か
っ
た
上
海

市
は
二
〇
一
〇
年
に
第
六
位
に
ラ
ン
ク
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を
下
げ
、
高
齢
化
率
も
一
・
四
％
ポ
イ

ン
ト
下
げ
て
い
る
（
表
１
）。
逆
に
重

慶
市
は
第
七
位
か
ら
第
一
位
に
な
り
、

高
齢
化
率
は
三
・
七
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
さ
ら
に
重
慶
市
の
農
村
に
目
を

向
け
る
と
高
齢
化
率
は
二
〇
〇
〇
年
の

八
・
二
％
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
一

四
・
五
％
に
、
六
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇

し
た
。
倍
加
年
数
は
お
よ
そ
日
本
の
半

分
と
考
え
ら
れ
、
つ
ま
り
重
慶
市
の
農

村
で
は
、
日
本
の
倍
の
速
度
で
高
齢
化

が
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
中
国
で
は

「
未
富
先
老
（
豊
か
に
な
る
前
に
老
い

る
）」
へ
の
対
処
が
政
策
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
地
域

が
現
れ
て
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
共
通
し
て
家
族
計
画

を
導
入
す
る
前
に
生
ま
れ
た
世
代
（
そ

の
多
く
は
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
の
世

代
）
が
高
齢
化
す
る
際
に
高
齢
化
率
が

急
上
昇
す
る
。
農
村
に
居
住
す
る
こ
れ

ら
の
世
代
の
人
た
ち
が
都
市
で
の
仕
事

が
み
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
今
後
も
農

村
に
留
ま
り
続
け
る
。
そ
の
結
果
、
東

ア
ジ
ア
の
高
齢
化
は
農
村
で

起
こ
る
可
能
性
が
高
い
。
低

所
得
地
域
で
の
高
齢
化
の
加

速
は
、
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保

障
を
考
え
る
う
え
で
も
看
過

で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
人
口
面
か
ら
東

ア
ジ
ア
の
経
済
社
会
の
変
化

を
考
察
し
て
き
た
が
、
人
口

セ
ン
サ
ス
の
研
究
は
、
さ
ら

に
そ
の
背
後
に
あ
る
要
因
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
対
処
策

に
も
新
し
い
光
を
与
え
て
く

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

● 

人
口
セ
ン
サ
ス
は
地

域
研
究
者
に
と
っ
て

デ
ー
タ
の
宝
庫

　

人
口
セ
ン
サ
ス
を
用
い
れ

ば
、
高
齢
者
の
生
活
能
力
や
環
境
が
時

間
と
と
も
に
大
き
く
改
善
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
高
齢
者
の
定
義
を
一
律
六

五
歳
以
上
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ

る
。
実
際
に
、
中
国
や
タ
イ
の
憲
法
は
、

高
齢
者
を
六
〇
歳
以
上
と
定
義
し
て
い

る
。
他
方
、
日
本
で
は
七
〇
歳
ま
で
引

き
上
げ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
世
代
間
に
お
け
る
生
活
能
力
格

差
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

若
年
人
口
は
比
較
的
高
学
歴
で
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
に
も
慣
れ
親
し
ん
だ
世
代
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
労
働
市
場
の
あ
り
方
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
学
歴
社
会
の
浸
透
が
進
む
現
実
を

考
え
れ
ば
、
生
産
年
齢
の
下
限
を
一
五

歳
と
し
て
い
る
こ
と
も
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
現
実
を
反
映

し
た
年
齢
区
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

各
国
の
社
会
が
抱
え
る
問
題
の
あ
り
か

を
詳
細
に
把
握
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

つ
ま
り
国
・
地
域
の
形
が
人
口
セ
ン
サ

ス
か
ら
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
人
口
セ
ン
サ
ス
は
地
域

研
究
者
に
と
っ
て
デ
ー
タ
の
宝
庫
と
い

え
る
。

（
お
お
い
ず
み　

け
い
い
ち
ろ
う
／
日

本
総
合
研
究
所　

調
査
部
上
席
主
任
研

究
員
）
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表１　中国の高齢化率の上位10市・省・自治区
2000年 2010年

（全体）（都市）（農村） （全体）（都市）（農村）

1 上海市 11.5 11.3 12.6 1 重慶市 11.7 9.3 14.5

2 浙江省 8.9 7.2 10.6 2 四川省 10.9 9.0 12.3

3 江蘇省 8.8 7.5 9.8 3 江蘇省 10.9 9.1 13.6

4 北京市 8.4 8.4 8.4 4 遼寧省 10.3 10.3 10.3

5 天津市 8.4 8.6 8.0 5 安徽省 10.2 8.5 11.5

6 山東省 8.1 6.6 9.1 6 上海市 10.1 9.9 12.1

7 重慶市 8.0 7.7 8.2 7 山東省 9.8 8.2 11.5

8 遼寧省 7.9 8.0 7.8 8 湖南省 9.8 8.1 11.0

9 安徽省 7.6 6.7 7.9 9 浙江省 9.3 7.1 13.0

10 四川省 7.6 6.8 7.8 10 広西チワン
族自治区 9.2 7.5 10.4

全体 7.1 6.4 7.5 全体 8.6 7.8 10.1

（出所）　中国人口普査資料（2000年、2010年）より作成。


